
大好評の白門レガッタ
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初心者がボート好きになった日

　「体を前へ出して、それから思い切り

後ろにオールを引いてください」「オール

を持つ手がお腹の前にくるようにしてく

ださい」

　オールの使い方がよくてボートがスーッ

と前へ進むと大歓声。乗艇から安全上

座席が動いた

　「うあっこれ動くよ」初心者はボート内

の座席が動くのにびっくり。ボート部員

が付きっきりで懇切丁寧に教える。

みんなでボートを楽しむ「白門レガッタ２０１２」（企画・運営、中央大学学友会体育連盟ボート部、中央大学
白門艇友会＝ボート部ＯＢ会）は１１月１８日に埼玉県戸田市の戸田オリンピックボートコースで行われた。
中大ボート部員らの指導により、未体験者を含む４人１組の参加者が４人乗りの「ナックルフォア」という安
定度に優れたボートに乗艇。初心者向けの３００ｍコースでタイムを争った。中大杉並など附属高から大学
生協食堂チームやＯＢ諸氏までの５４組が参加した。

さあスタートだ準備体操をする福原紀彦総長・学長

「また漕ぎたい」

デモンストレーションでも迫力ある中大ボート部によるエイト（撮影・中大生協コープスタジオ、布施正義カメラマン＝他の写真も撮影）



ム」、一般女子の部「スマイル母さん

ズ」、一般混成の部「有閑な仲間達」の

５組。学生チャンピオンになった森ゼミB

の佐藤立基（りつき）さん（商学部２年）

＝右上写真前列右から２人目＝は「初

めは怖かったけど、ボートが安全なスポー

ツだと分かりました。練習ではめちゃく

ちゃ。初心者ばかりでどうなるかと思い

ながらもボート部員の指導を受けて、そ

のまま力を合わせたら…」奮闘が優勝

となってゼミ生は全員笑顔だった。

学生スポーツの華

　ボート部部長で大会会長の若林茂

則副学長の言葉を引く。「日本ではあま

り知られていませんが、世界的に見れ

の注意事項確認、実戦練習、レースを

終えて陸に上がるまで約40分。参加者

はボートの面白さと水辺の季節を楽し

んだ。

　「初めてでした

が、風が気持ちよ

かったです。季節

を感じました。また

漕ぎたい」とはクラ

スメートと参加した中大文学部１年の佐

伯綾香さん。高校生チームはメイド服や

サンタクロースを先導するトナカイのコス

チュームで周囲を楽しませた。

　強風のため一部レースが中止となっ

たが、優勝は学生の部「森ゼミＢ」、高

校生の部「そんな川名が好きななな」、

一般男子の部「板橋白門ブリッヂチー

ば、ボート競技は学生スポーツの華で

す。ボートは力任せに漕いでも息が合わ

なければ全く進みません。究極のチーム

スポーツと呼ばれています」

　競技の日本での始まりは1869年（明

治２年）、横浜で英国海軍乗務員によ

るレースが行われた。1987年に東大―

一橋大（当時東京商科大）、1905年に

早慶レガッタ第１回が開催された。中大

ボート部は1951年の創部である。

　レースは2000ｍの速さを競うのが基

本だ。花形種目は「エイト」で、この日は

ボート部員によるデモンストレーションが

行われた。９月の全日本選手権エイトで

２位となり、10年ぶりのメダルを獲得した

（優勝は日大）。最近３年間、学生の全

日本選手権でベスト３位以内保持の実

力を披露した（2010年３位、11年３位、

12年２位）。

　無事に大会

を終えた白門レ

ガッタ実行委員

会委員長の林

靖晴中大ボート

部主将は「みな

さんの笑顔を見

てこちらもうれし

くなりました。こ

れを機会にボー

トを好きになってくれたらもっとうれしい

です」と締めくくった。
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会場を沸かせたトナカイチーム

優勝した学生の部「森ゼミB」のみなさん

佐伯綾香さん

林靖晴中大ボート部主将

楽しそうな若林ボート部長（右）

佐伯さんたちのチーム



■大会会長・若林茂則ボート部部長の話

　「ボート部は昨年60周年を迎えました。ボート部では素晴らしい施設をみなさんに

できる限り開放しています。同好会づくりのサポートなどもしています。中大のますま

すの発展に一つの核となっていきます」

■中大ボート部

　1983年の全日本選手権、全日本学生選手権のエイトで初優勝。優勝13回。準

優勝９回。「学生が主体的に考え、自主的に練習する。それが頂点を目指す中央

大学のボートです」(中大ボート部HPより)

　全部員が合宿所から自転車で最寄り駅のJR埼京線・

戸田公園駅へ向かう。新宿―高幡不動経由で大学へ。片

道１時間３０分かけて通学している。

　林主将によると、ボート部の一日は午前４時起床。消灯

午後１０時半。登校前に１５～２１kmを漕ぎ、午後５時から

ウエイトトレーニングなどで汗を流す。これはシーズンオフの

練習で、大会を控えたピークではレースを想定した強化メ

ニューとなる。

　「５限（の授業）が終わると６時５分。そこからダッシュで

合宿所に帰ると８時近くになります。練習では息を合わせ

るのが難しいのですが、シンクロした時のボートのトップス

ピードは最高です」（林主将）

　週に１度の休日は、それぞれが好きなことをしている。

ボート部の1日

大好評の白門レガッタ「また漕ぎたい」
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■戸田ボートコース
１９６４年東京五輪のボート競技会場。雨水や湧水によって貯水さ

れた日本唯一の静水コースだ。ボート競技者にとっては「一度は漕

いでみたい」という憧れの聖地となっている。コース周辺には中大

を始め早慶など各大学、企業チームの合宿所がある。国内唯一と

いうことで東北大や筑波大の拠点もここにある。
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